
日＝日時　場＝会場　内＝内容　人＝対象・定員　持＝持ち物　￥＝参加費（記載のないものは無料）　申＝申し込み（記載のないものは当日直接会場）　問＝問い合わせ
※電話番号は市外局番（025）を省略しています。

区ビジョンを反映した具体的な事業は２・３面へ➡

　「区ビジョンまちづくり計画」は令和５年度から12年度ま
での８年間の中央区のまちづくりの方針を示した計画です。
区の将来像を「にぎわう都心、豊かな自然、みなとまち文化
が織りなす活気あふれる拠点のまち」とし、その実現に向け
た４つの目指す区の姿を掲げ、区の特性や課題を踏まえた取
り組みの方向性を示しています。詳細は区のホー
ムページ＝右の二次元コード＝から確認できる
ほか、点字版やデイジー版も用意しています。
Ü地域課（☎223-7023）

区ビジョン
まちづくり計画が
スタート！

歴史と文化の薫りただよう、歴史と文化の薫りただよう、
うるおいとにぎわいのまちうるおいとにぎわいのまち
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区の人口 （住民基本
台帳による）

人口…… 172,796人	（－203）
　男………81,934人	（－61）
　女………90,862人	（－142）
世帯……88,752世帯	（－116）
※令和５年２月末現在の住民基
本台帳による。（　）内は前月末比
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　都市機能と、歴史感じる各地域
の特色を活かしながら、住む人、
働く人、学ぶ人、そして観光やビ
ジネスなどの来訪者にとって魅力
的で、にぎわいあふれる場所であ
るとともに、多様な手段で子ども
からお年寄りまで誰もが出かけた
くなるような移動しやすい環境整
備を進めていきます。

　市街地に近接
する信濃川や鳥
屋野潟周辺など
の豊かな自然空
間を区民や事業
者とともに守り
育み、緑あふれ
る都市環境に誇りをもち、学びや体験、やすらぎの場として保全しな
がら利活用を通じて、自然の豊かさを感じられるまちを目指します。

　生活様式や社会情勢が変化する中で区民や区内で活動する団体同士
のつながりと、地域全体での子育てや防災・防犯活動を支援し、年齢
や性別、障がいの
あるなしなどにか
かわらず、互いに
支えあい、助け合
い誰もが安心して
暮らせるまちを目
指します。

　開港５港の一つとして古く
から栄えた風情あふれるみな
とまちの歴史・文化を受け
継ぎ、文化の魅力発信と産業
の育成に取り組むことで、各
地域の伝統を多様な世代が親
しむことができる環境づくり
と、住む人々が地域を誇れる
まちを目指します。

賑わいと活力あふれ訪れたくなる拠点のまち賑わいと活力あふれ訪れたくなる拠点のまち 水と緑に囲まれた自然と都市が共生するまち水と緑に囲まれた自然と都市が共生するまち

共につながり安心して暮らせるまち共につながり安心して暮らせるまち 歴史と文化を受け継ぎ発展するまち歴史と文化を受け継ぎ発展するまち

目指す区のすがた I

目指す区のすがたⅡ

目指す区のすがたⅢ

目指す区のすがたⅣ
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